
23区　地価公示平均価格の推移
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民間借家・共同建て・非木造 

３０㎡未満の住戸割合 

（平成２０年と１５年の比較） 

H22 H15 差
（大きい順）

中野区 27.0% 15.9% 11.1
港区 16.8% 9.2% 7.6
新宿区 24.4% 18.8% 5.6
世田谷区 18.5% 13.3% 5.2
杉並区 18.6% 14.3% 4.3
墨田区 13.1% 9.1% 4.0
北区 12.8% 8.8% 3.9
渋谷区 18.7% 15.0% 3.7
荒川区 13.4% 10.2% 3.2
中央区 15.6% 12.5% 3.0
２３区 14.7% 11.8% 2.9
東京都 13.7% 11.0% 2.6
足立区 9.1% 6.8% 2.3
練馬区 9.5% 7.4% 2.1
葛飾区 8.0% 6.0% 2.0
江戸川区 12.1% 10.2% 1.9
文京区 18.7% 16.8% 1.9
品川区 18.3% 16.9% 1.4
江東区 7.9% 6.8% 1.1
板橋区 15.0% 14.4% 0.6
台東区 13.2% 12.6% 0.6
豊島区 18.7% 18.5% 0.2
大田区 10.7% 10.5% 0.1
目黒区 12.0% 13.4% -1.3
千代田区 13.1% 15.8% -2.7

第１回検討会議にて住宅土地統計調査における３０㎡未満の住戸数の割合を見ると中野区・新宿区・渋谷区は大きく増加しているが、豊

島区は微増にとどまっていることがわかった。この要因について地価を調べてみたところ、本区や中野区は新宿区・渋谷区より平均地価が

低く、住宅地では４区の中では最も低いため、地価という面からは本区が他の３区より３０㎡未満住戸を抑えていることの要因にはなり得

ないことがわかる。むしろ、本区は建てやすい状況にもかかわらず、３０㎡未満の住戸数を抑えることができているといえる。 

第2回 豊島区税制度調査検討会議 
平成２５年7月30日 
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※H２４ 渋谷は９６万円 


